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J蕊1雲零議考塞綴介剛 川鍵鰯弱
川中島ジュニアランニングクラブは、５年目を迎成績も、今まで県中学駅伝で、女子が準優勝と、
えましだ。個人で全中出場。また、今年は加藤未有さんが全中

長距離の楽しさを味わってもらい、又、誰にでも出場とオリンピックで７位入賞、東日本駅伝・県縦

出来、誰もが強くなれる可能性を秘めている小学生、断駅伝で活躍してくれました。小学生の女寺２名も

中学生を募集して活動しております。練習場所は丹市町村駅伝小学生の部で、長野市チームの準優勝に
波島橋南の河川敷周辺でやっております。貢献してくれました。子ども達も、夢と高い目標を

当初は、４名でスタートしましたが、現在は小学持ってこれからも頑張ってもらいたいと思います。

生４名、中学生１６名です。中学生は、川中島中、また、このクラブを卒業した子ども達が高校の陸上
裾花中、松代中、篠ノ井東中、更北中と、多くの中部で活躍してくれています。それがまた嬉しいです。

学校から集まってきてくれています。各学校の陸上最後になりましたが、長野市陸上競技協会の皆様

部の顧問の先生方には大変なご理解をいただき、感には、大会運営等大変お世話になり、感謝申し上げ
謝いたします。まず。今後とも宜しくお願い致します。
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＝
＝

ロ己

戸

『

監督竹内万祐

鶏嬬鈴編鑑筈

hW80R弾U側ＵＭＦＯＲＡ１

樵式禽社しなのメイト
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平成17年11月の競技会、夏から秋のトラツクシーズ目、寒い夜はもえ上がり候。この23日、千曲市の倉
ンに比べ、岡山の国体以後、駅伝シーズンとなった。島喜代竹先生に同行して、一路松本市の総合体育館
11月３日（木）文化の日県中学駅伝（松本）へ直行、広報委員会の開催です。会議は１時間以上
11月６日（日）県高校駅伝（大町）かかって｢個人情報保護法｣。2005年４月から全而施
11月１３日（日）東日本女子駅伝（福島）行されました。これに対する県陸協の対応です。こ
１１月１９日（土）２０日（日）県縦断駅伝（長野～飯田）の会議だけで決められる問題ではありません。要覧
平成17年12月はの作成にも影響が出てきますし、
12月４日県ロードレース（須坂）皆々様のご協力も頂くことにもなりそうです。氏名
12月１８日全国中学駅伝（干葉）や住所、そして電話番号、携帯電話番号等、プライ
12月25日全国高校駅伝（京都）バシーに関することなど、今までの様に要覧一冊で
正月元旦は全日本実業団駅伝全てが役に立つ時代は終わるのでしょうか。何か名
正月の2日3日の両日は１年で１番楽しい箱根駅伝と案が生まれだら良いと考えます。私が勝手に考えて
続く。本県の３連覇がかかる男子駅伝も最高に期待心配してもはじまることではないので、ここは難し
できる大会だ。＜て、詳しいことは県の偉い先生方のご指導に従う
ここで駅伝日程からころつと話題が変わる。ベ＜、今から頭の痛いことになりそうです。
先日、平成17年11月23日勤労感謝の日、そし１２月から来年にかけて駅伝やマラソン等が続きま
て長野市では6000発の美しい煙火打ち上げであるす。選手や監督、コーチ、それらに関わる皆様方の
えびす講。夜、１８時から20時の2時間連続の開催さご活躍を心よりお祈り致します。
れた当日にもなりましだが、この記念すべく100年平成17年12月広報部長若松軍蔵
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第５４回長野県縦断駅伝大会が、１１月１９日
から２０日まで２日間にわたって行なわれましだ。
今回は、例年に無い、長野、諏訪、上伊那の３

長野県縦断駅伝を終えて

第５４回長野県縦断駅伝競走大会が、各地域の代表
１５チームに別れ、２日間の日程で競われました。
今大会は、市町村合併に伴うチームの再編成に向け、
最後の大会と言うこともあり、大変意義深い大会でも
ありました。

レースは、１日目、信濃毎日新聞社（本社）前をス
タート、熱戦の火蓋は、切って落とされ、我が長野市
チームは、昨年度まで２連覇、当然今大会も３連覇、
また２日間通しての完全優勝を目標に大会に挑みまし
たが、レース数日前に登録選手の問題を指摘され、８

曜駕認議謹需窓謹蕊舗
け致しましたこと、この場をお借りしまして深くお詫
び申し上げます。
選手はそうしたアクシデントにもめげずに、自分の

『可きてる力を出し切る走りは、できたように思います。
、２日間通して、上伊那、全諏訪、長野市、各チーム
がデットヒートを繰り広げ、最終区間（２０区）まで

長野県縦断駅伝を終えて

徳武雄次郎

はじめに、長野市陸上競技協会の皆さまへ日頃の力
強いお力添えに対しまして、心より御礼申し上げます。
また、この度は敢闘賞をいだだきましだことを大変光
栄に存じます。本当にありがとうございましだ。
さて、３連覇を意識した今回の駅伝でしたが、惜し
くも３位という結果でした。しかし、内容的にはとて
も充実したものであり、駅伝ならではの醍醐味を感じ
ましだ。私自身、市町村駅伝後、足の故障をし、走る
ことが走ることができるようになっだのは１０月頃で
した。その間どうしたらよいのかわからない自分は、
様々な方にアドバイスをいただき、決して無理をしな
いように「今できること」をやっているだけでした。
この時、走れないことがこんなにも辛いものであるの
かと思い知らされました。それからは遅れを取り戻そ

チームの、手に汗握る２日間の熱戦が繰り広げら
れました。残念ながらぐ僅差で３位の成績で終わ
りました。

＝－－＝－－－－唇一一長野市駅伝部監督田中哲広

勝負は持ち込まれましだが、最終区で、上伊那チーム
が全諏訪を逆転。長野市チームも２日目に先頭に出る

健闘を見せましたが力及ばず３位という結果に終わり

私を含めまして、大変くやしい思いをしましだ。
しかしながら、２位の全諏訪とは17秒差、優勝した

上伊那とは1分35秒差と、タイム差にして１人５秒程
の差でしかありません。来年度は、この今年のくやし

さを胸に秘め、Ｖ奪回を目指していきます。

最後に、今年度も長野市駅伝部を応援していただい
た方々に感謝申し上げ、今後とも変わらぬご支援をよ

－１－

ろしくお願い致します。
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うと必死でしだ。お陰さまで、思っていた以上に順調
に回復していきました。樺を受けた時は３位でしたが、
「何が何でも勝つ。負けるものか」と、上伊那とはつ
ばぜり合いでしだ。上伊那を応援する「長野市に絶対
負けるな」という声は、自分に言われている言葉だと
感じとり、必死でしだ。結果、ゴールでは同タイムで
したが、胸の差で３位ということでした。そのことも
大変勉強になりましだ。最後になりましたが、いつも
温かく見守ってくださる駅伝部のみなさんや家族に感
謝申し上げ、今後もご指導を賜りますようお願い致し
ます。
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長野県高校駅伝３連覇と都大路に向けて 長野日大高校駅伝監督山田憲一
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長野県縦断駅伝に出場して 広徳中学校佐々木健太

・２km以降１人になって
、沿道の人々に応援して

－２一

１１月１９日、２０日と長野県縦断駅伝に出場させらいで松本に追い着きました。２km以降１人になって
て頂きました。僕は、２０日の18区を走りました。しまい、つらくなりましだが、沿道の人々に応援して
１日目、長野市は上伊那と同看でしたが、善差で３頂いて、何とか最後まで走り切ることができました。
位でした。いままでの長い歴史の中でもめずらしいこ結局、僕がだすきを渡した時は２位で、１位と36秒差
とがおこり、本当におどろきました。 でしだ。あとでタイムを聞き、区間新を出すことがで
２日目、なんどか１位になったものの僕の前では３きたのでとても驚きました。
位でした。１区のスタート地点で緊張していると、昨２日目の結果は２位でしたが、総合で３位になりま
日９区を走った前島さんが来てくれました。「自分の走した。けれど、自分の力を精一杯出し切れたので良か
りをし、落ち言いて走れ｣と言われ、自分も心強くなったです。

り走り始めました。１位とは、１分以上離れていだのこの大会では、沢山の人々にお世話になり、本当に
でとりあえず落ち着いて走ろうと思いましだ。１ｋｍぐ得るものが多かった大会でした。

′慰霊’
'一鳳蝿職鰯綴愚麗蕊鯛麹鋤蕊馳一|長野市腫上競技協会会長伊藤訓博
第５４回長野県縦断駅伝大会の長野市チームに、多ご支援いだだいだ企業名、個人名を掲載させていだ

くの企業、個人の方々から多額の賛助金を賜り誠にあだきます。
りがとうございました｡今回は残念ながら3運職鰯ｱｲﾜ徽章儲日誌自卿金輿輔_嘱王彫
たすことができませんでしだが、この!悔しさを来年に長谷川体育施設㈱中央館清水屋旅館㈱長野スター

向けて頑張る所存でありますので、今後共ご支援、ご商会御宿記念館㈱中屋スポーツホテル信濃路
協力の程よろしくお願い申し上げます。長野ホテル犀北館古津久四郎嘉正満
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昔の写真を整理していたら、高校時代のセピア
色のピンボケ写真がでてきだ。その中の１枚は、
昭和２０年代後半の北信高校陸上競技大会の入場
行進である。当時は高校生の参加できる大会は少
なく、春・秋行なわれる高校大会と全信州大会く
らいでしたか、したがってセレモニーを大事にと
らえ、開｡閉会式は大変格調高く、入場行進にい
たっては会場校体育主任先生の先導によりつづい
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て、前年度総合優勝校男女の捧持する国旗、そして
各校選手の威風堂々の入場で、しかも行進曲は会湯
校ブラスバンド部による「生演奏」という念の入れ一
方で始まつだと記憶している。
このような世代のなかで、私が陸上競技に歩み込’
んだのは、戦後、新学制（６．３．３制）施行まもな’
＜だった。中学校の課外では「男はベースボール・
女はバレーボール」しかなく、わんぱく達は、各自
工夫して余暇を過ごすという、今では考えられない
ことだっだ。遊びの１つとして、竹竿で幅とびに興
じているのを見て、仲間にいれてもらい遊んだこと
が契機で、高校．大挙と棒高とびにのめり込み、ま
た、同じ砂場を使うなら見よう見まねで走高とびと
欲張った。
時は進み、より高さをgと求め、棒高とびのポール
は竹竿からスチール、グラスファイバーへと、走高
とびのフォームは正面とびからベリーロール、背面
とびへと形を変えて、かつての時代は過ぎ去った。
競技生活は１０年程で、結果はローカルジャンパー
におわったが、その後、競技会の応援団として現在
に至っている。今後も更に応援団として努力してい
きたい。
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長野市陸上競技協会経理部長
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且１７年度長野県高校駅伝大会では、多くの皆様方にいレベルを肌で感じたことから、大学の長距離競技会

ご支援、ご協力をいただきまして誠にありがとうござへ積極的に参加するなど経験を深め、距離への不安を
いました。なくし、全員５kmを走れる選手を目指して、年６回の
女子駅伝チームは、１１月６日（日）大町陸上競技強化合宿を行ない、夏期休業中には４～５泊の合宿を
場において、アンカー青柳はるか（２年）が笑顔での３回（菅平→裏磐梯→富士見）と精力的に活動しまし
フイニツシユ、１時間14分40秒のチーム最高記録で、た。特に磐梯山では、田村・市立船橋・那須拓陽高校
２位の松商学園高校に2分09秒の大差をつけて３連覇といった強豪チームと合同合宿を行なったことで、身
を成し遂げることができました。これも選手の日々の体的にはもちろん、精神的な部分も鍛えられ、選手は
努力はもとより、陰ながらチームを支えてくださつだ

静鶏鳴鰯蝋鍔'蔦喜蝋諭方々の心温まる励ましがあったからこそと感じていま

す。日大高校女子駅伝チームが、３大会連続で都大路９分35秒54の好タイムで準優勝。大会記録を10秒破る
を走らせていただけると思うと感激もひとしおです。ものでした。また、主力選手の１人、青柳はるか（２
１昨年、初出場として乗り込んだ都大路では５８チ年）も県大会で２種目上位入賞。１０月の日体大記録
一ム中５７位。そしてリベンジをと臨んだ昨年の都大会では１年生の小山・和田が3000mでともに自己記録殉Ｚ
路では２区以降で失速し、まさかの４４位と２大会連を大幅に更新しました。また、北信越高校駅伝大会で
続で全国大会の厳しさ、難しさを嫌というほど思い知｜ま、主力を欠いた状態でチーム記録を20秒短縮し、６
らされた結果となり、本当に悔しい思いをしました。位入賞。チームカは昨年とは違い、全体的にレベルア
今年は｢都大路で戦える競技力と精神力をつけよう」ツプし、底上げも進んでいます。また、１２月１１日
と、選手と共に１年間練習に励んでまいりました。高（日）に行なわれだ日体大記録会でエースの雪藤が

5000ｍで16分10秒66のタイムを出し、１４犀

ぶりに県高校記録を塗り替えれば、主力の３
人も自己記録を更新し、今年は良いチーム状
態で入洛できそうです。全国大会での目標は
1時間11分台で２５位。今年は前半から勝負
し、思い切ったレースをしてきます。

郷土の代表としての誇りを胸に、支えてく
ださる方々 への感謝の心と、地域や学校、そ
してチーム全員の願いを樺に込めて、力一杯
走ります。長野日大女子駅伝チームの応援を
よろしくお願い致します。
女子第１７回全国高校駅伝は１２月２５日
（日）１０時２０分、京都市西京極陸上競技
場を出発、全国４７都道府県の代表が師走の
都大路を駆け抜けます。
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き、国体に出場した。

だが、インターハイ、国体ともに全国の舞台で

|ま合村の持っている力を出し切ることができなか
った。全国のしベルの高さも痛感しだようである。

しかし、まだ１年生であり、伸びる要素が沢山あ
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本校陸上部員は

琢磨しながら練

けての冬期トレ

日の積み重ねが
成長に期待して

、多いとは言えないが、毎日切

習に励んでいる。来シーズンに

－ニングも始まつだ。この１日

シーズンに活きる。今村の更な
いる

松代高校監督下繰正紀

Ｆ室

陰鱗，ョ
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